
【報告書様式】                                 令和５年度 

 

 

 

 １ 実践事項（②） 

  

タイトル：「ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」の充実に向けた学習指導」 

 

 ２ 実践内容 

  （１）児童の実態把握（４月 全国学力・学習状況調査、県「学びのたしかめ」、標準学力検査等） 

 （２）育成する資質・能力と「個別最適な学び」について確認（４月） 

 （３）研究授業実践（６月 島尻教育事務所指導主事招聘） 

 （４）水戸部修治先生（京都女子大学教授）との授業研究 

（６～８月 教材・指導法の工夫改善 ９月 授業研究会） 

 （５）効果的なＩＣＴ活用の共有・実践（一人１授業） 

 （６）自律的な家庭学習（自学自習）・家庭と連携した振り返り 

 （７）標準学力調査の実施 

 （８）研究の振り返り（２月 児童の変容把握、授業計画及び実践の反省及び修正） 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

 

 

 

 

 

  課題の分析・把握（学調）         水戸部先生との教材研究       話し合いから「書く」意欲へ 

 

 

 

 

 

 

  学び合いのある授業             国語（意見文の文章構成）      家庭科（調理実習報告書） 

  

４ 成果 

 ・国語科において「書く」指導、「個別最適な学び」につながる授業づくりに取り組むことで、児童   

自身が考え判断し、表現しようとする意欲が高まった。また、児童と教師のＩＣＴ活用スキルの向  

上にもつながり、他教科においても効果的に活用することで学習活動の幅を広げることができた。 

 ・児童自身が学習計画を立てることで、進捗状況に応じて学習を調整し、進んで学びを深めることが 

できる児童が増え、支援が必要な児童に対する助言や支援をする時間を確保しやすくなった。 

 

 ５ 課題 

 ・各種学力調査の落ち込み項目の改善に向けた、より実践的な授業改善を進めていくこと。 

 ・学習規律や生活面の定着、コミュニケーション能力など、自律する力の育成を工夫すること。  
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